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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年４月期第１四半期 15,177 14.2 1,687 15.3 1,650 13.7 1,062 30.6

2025年４月期第１四半期 13,291 － 1,462 － 1,451 － 813 －

（注）包括利益 2026年４月期第１四半期 1,131百万円（8.7％） 2025年４月期第１四半期 1,040百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年４月期第１四半期 48.78 48.42

2025年４月期第１四半期 40.75 40.31

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年４月期第１四半期 38,284 9,017 18.1

2025年４月期 40,558 8,536 16.0

（参考）自己資本 2026年４月期第１四半期 6,914百万円 2025年４月期 6,479百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年４月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2026年４月期 －

2026年４月期（予想） 0.00 － 41.00 41.00

１．2026年４月期第１四半期の連結業績（2025年５月１日～2025年７月31日）

（注）2024年４月期において、連結子会社である株式会社ギガプライズ及びその子会社は決算日を３月31日から４月30日

に変更しており、2024年４月期は決算期変更の経過期間であったことから、2025年４月期第１四半期の対前年同四

半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 8.9 6,100 3.7 5,770 10.3 3,500 27.3 160.68

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年４月期１Ｑ 23,414,000株 2025年４月期 23,414,000株

②  期末自己株式数 2026年４月期１Ｑ 1,629,760株 2025年４月期 1,632,541株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年４月期１Ｑ 21,782,426株 2025年４月期１Ｑ 19,972,059株

３．2026年４月期の連結業績予想（2025年５月１日～2026年４月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しております。

詳細は、添付資料Ｐ．５「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．５「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

・決算補足説明資料は、TDnetで同日開示を行うとともに当社ウェブサイトにも掲載する予定です。

・決算説明会は、その記録動画を当社ウェブサイトに速やかに掲載する予定です。
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使用名称 正式名称 説　　明

web３ web３
巨大プラットフォーマーを介さずに、ユーザー同士で直接デ
ータやコンテンツ等のやり取りができる分散型の次世代イン
ターネットの概念

Trusted Web Trusted Web

内閣官房デジタル市場競争本部が発表している「Trusted 
Webホワイトペーパー」の中で提唱される「Webで流通される
情報やデータの信頼性を保証する仕組み」に関する概念
特定のサービスに過度に依存せずに、データの検証及びその
データのやり取りを検証できる領域を拡大し、Trust（信
頼）を向上する仕組み

非中央集権型ID（DID） Decentralized Identity
「分散型ID」とも呼ばれ、ブロックチェーンなどの技術を用
いて個人が自身のIDを自分自身でコントロールし、必要な情
報だけを必要な範囲で共有することができるIDの仕組み

Web2.0 Web2.0
ユーザーがインターネット上で生成したコンテンツを、SNS
など中央集権型のプラットフォームを通じて共有・配信でき
るインターネットの形態

AI Artificial Intelligence
計算機（コンピュータ）を用いて、人間の知的行動を研究ま
たは行わせる技術

DX Digital Transformation
データとデジタル技術を活用して製品やサービス、ビジネス
モデル等を変革すること

５G ５th Generation 第５世代移動通信システムの略称で、次世代通信規格の１つ

MVNO
Mobile Virtual Network 
Operator

仮想移動体通信事業者

IoT Internet of Things
モノに通信機能を持たせてモノ同士が相互通信することによ
り、ヒトが介在することなく自動認識や自動制御などが行え
る仕組み

MVNE
Mobile Virtual Network 
Enabler

MVNOの支援事業者

クラウド Cloud Computing
ソフトウエア等をネットワーク越しに利用者に提供する仕組
みやそのデータが蓄積・運用されているデータセンターやサ
ーバー群の総称

報告セグメント名 主なサービス

５Gインフラ支援事業

・ISP向け事業支援サービス

・MVNO向け事業支援（MVNE）サービス

・法人向けクラウドサービス

５G生活様式支援事業

・個人向けモバイル通信関連サービス

・個人向けインターネット接続関連サービス

・集合住宅向けインターネット接続関連サービス

・不動産関連サービス

・web３関連プラットフォーム

企業・クリエイター５G DX支援事業

・インターネットマーケティング関連サービス

・アドテクノロジー関連サービス

・クリエイター向け支援プラットフォーム

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

「当四半期の経営成績の概況」において使用する名称の正式名称及びその説明は、下記のとおりです。

各報告セグメントの事業内容は、下記のとおりです。
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当社グループは、2021年から2030年の10ヵ年計画を視野に入れた企業経営を推進しており、2027年４月期を最

終年度とする３ヵ年の中期経営計画『SiLK VISION 2027』を2025年４月期よりスタートしています。中期経営計

画『SiLK VISION 2027』では世界規模で直面している社会課題の解決に必要なものとして「信用の所在地」を追

求することをテーマとしています。これは、我々を取り巻く環境が不透明な情報で溢れていることに対して、信

用のおける状態を作っていくことが重要であると考え、当社が有するweb３や特許技術等を活用し、その実現に

取り組むものです。当社グループは、「Trusted Web」構想のもと、非中央集権型ID（DID）や当社が独自開発し

たレイヤ１ブロックチェーン技術と、これまで培ってきた通信分野におけるノウハウを組み合わせ、Web2.0と

web３をハイブリッドで段階的・補完的に運用しながら様々なモノを「Trust化」してまいります。そして、通信

事業にとどまらない、web３／AI事業へとカテゴリーチェンジし、「通信生まれのweb３実装企業」として、社会

課題の解決を目指すとともに、中期経営計画『SiLK VISION 2027』の最終年度である2027年４月期の連結業績に

おいては、売上高630億円～700億円、営業利益80億円を目標とし、当社グループ全体で総力をあげて事業領域の

拡大と中期経営計画の達成を推し進めてまいります。

当第１四半期連結累計期間においては、米国の関税を含む通商政策の影響や、物価上昇の継続等による消費者

マインドの下振れ、原材料・エネルギー価格の高止まりなど、依然として先行き不透明な状況が続いています。

一方で、生成AIをはじめとする先端技術への投資意欲の高まりや、業種・業態を問わず加速するDX化の進展を背

景に、国内のIT市場環境は堅調な成長を続けております。また、５Gの普及とともに、インターネットサービス

においては従来のWeb2.0（中央集権型）からweb３（非中央集権型）へという新しい概念が登場し、非中央集権

的なインフラやサービスを活用した新たなビジネスの創出が国内外で活発化しています。

そのような環境の中、中期経営計画『SiLK VISION 2027』の２年目となる当連結会計年度では、『SiLK 

VISION 2027』で掲げた売上高の年平均成長率（CAGR）７％～10％という指標に基づき、前年比8.9％増を目標に

持続的な拡大を図りつつ、『SiLK VISION 2027』最終年度の目標達成に向けた成長投資及び事業のリファクタリ

ングを積極的に実施いたします。

そして、ソフトバンク株式会社との資本業務提携及び株式会社ギガプライズ（以下、「ギガプライズ」）の

100％子会社化（議決権）を契機として、グループ一体での経営体制、共同調達体制、共同セールス体制、共同

技術／サービス開発体制といった事業構造の抜本的な改革を徹底的に行い、シナジー効果を発揮してまいりま

す。

さらに、通信事業を中核としてきた当社グループは、創業以来20年以上にわたり構想・開発を続けてきた完全

web３実装型の基盤技術「Portfolia」をベースとしたデジタルウォレットの活用により、様々な非中央集権型の

プラットフォームを創出してまいります。当社グループが持つweb３／AIという最先端テクノロジーを社会に実

装することで、社会課題の解決に貢献するとともに、「Platformers Maker」として高収益かつ持続可能な事業

体への変革を目指してまいります。

当社グループは、中核企業の社名を組み合わせた「One freebit～Giga-speed for freedom～」をスローガン

とし、非中央集権型の自由な社会の実現と、全ての人がより自由でオープンな世界を誰よりも速く体験できる未

来を目指し、常識を超えたスピードで前進し続けてまいります。

各報告セグメントの経営成績は、次のとおりです。

①　５Gインフラ支援事業

固定回線網においては、働き方や生活スタイルの変化に伴い、自宅でのオンライン動画の視聴やゲームをは

じめとしたリッチコンテンツ及びSNSの利用等の増加、テレワークやオンライン学習の普及などに伴うオンラ

イン形式の会議や学習の一般化により、インターネットを介した多くのサービスの利用増加が継続しており、

それによって回線利用量が増加することでネットワーク原価の高止まり基調が続いています。

モバイル回線網においては、大手モバイル通信キャリアによる格安プランの提供やサブブランドでの展開が

独自型MVNOサービス事業者の成長に影響を与える傾向が続いておりますが、IoTやインバウンド向けの利用が

増加するなど、モバイル市場全体としての成長は継続しており、今後も拡大していくと捉えています。

このような状況のもと、５Gインフラ支援事業においては、MVNEとしてのMVNO向け事業支援サービスの規模

拡大が堅調に推移した結果、売上高は2,869,498千円（前年同四半期比12.7％増）、セグメント利益は498,299

千円（前年同四半期比53.3％増）となりました。
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区分 売上高
セグメント利益
又は損失（△）

５Gインフラ支援事業 2,869,498 498,299

５G生活様式支援事業 6,918,844 917,781

企業・クリエイター５G DX支援事業 5,973,940 271,956

その他 － △5,467

調整額 △584,601 4,658

合計 15,177,682 1,687,229

②　５G生活様式支援事業

上述の「５Gインフラ支援事業」における説明のとおり、固定回線網サービス市場においては、ネットワー

ク原価は上昇しているものの、５G Homestyle（集合住宅向けインターネットサービス）につきましては、建

物の資産価値及び入居率の向上を目的とした高速ブロードバンド環境が標準化しつつあることに加え、テレワ

ークやオンライン学習、動画コンテンツ視聴等の利用がスタンダードなものとして認識されたことから、その

市場規模は今後も着実に成長していくものと考えられます。そのような事業環境を踏まえ、集合住宅向けイン

ターネットサービスや戸建賃貸住宅向けサービスに加え、防犯・監視クラウドカメラサービスといったセキュ

リティ関連サービスなどへと提供範囲を拡大し、さらなる収益基盤の拡充を図りました。

５G Homestyle（集合住宅向けインターネットサービス）を提供するギガプライズは、新築物件及び既存物

件ともにサービス提供戸数を伸ばし、集合住宅向けISPサービスの提供戸数については、前連結会計年度末

134.2万戸に比べ3.4万戸増加し、137.7万戸となりました。

５G Lifestyle（個人向けのモバイル通信サービスやインターネット関連サービス）では、当社グループが

提供する独自のテクノロジーを活用したスマートフォンサービス「トーンモバイル」で培った技術やサービス

を自社以外のスマートフォンや幅広い機器でも利用可能とし、IoTを始めとした他分野へと展開していく

「TONE IN」戦略に則り、サービス対象のスマートフォン機種を拡大することで利用者の増加を図っておりま

す。

このような状況のもと、５G生活様式支援事業においては、主に５G Homestyle（集合住宅向けインターネッ

トサービス）におけるサービス提供戸数が順調に推移した結果、売上高は6,918,844千円（前年同四半期比

11.3％増）、セグメント利益は917,781千円（前年同四半期比19.3％増）となりました。

③　企業・クリエイター５G DX支援事業

連結子会社である株式会社フルスピード及びその子会社が展開するインターネットマーケティング、アドテ

クノロジーサービスにおいては、消費者のデジタルシフトが進む中、コロナ禍を契機とした社会や働き方の多

様化によるデジタル施策の加速に伴い、広告需要が引き続き増加しました。そのような環境のもと、アドテク

ノロジーサービスのアフィリエイト事業での好調な需要獲得に加えて、EC関連事業においても、前期の先行投

資が奏功し堅調に推移しました。

また、５G／web３時代におけるファンコミュニティの形成とクリエイターエコノミー（クリエイターが自ら

のスキルによって収益化をおこなう経済圏）の拡大を目指した、クリエイターが大手プラットフォーマーを介

さずに自ら情報発信し、その価値を最大化できるクリエイタープラットフォーム「StandAlone」サービスにお

いても、提供件数拡大に向けた取り組みを継続的に行っております。

このような状況のもと、企業・クリエイター５G DX支援事業においては、アフィリエイト事業やEC関連事業

を中心に需要の取り込みが堅調に推移し売上高が拡大した一方、アフィリエイト事業の原価上昇及び成長を企

図した先行投資や貸倒引当金等の費用が増加したこと等により、売上高は5,973,940千円（前年同四半期比

15.7％増）、セグメント利益は271,956千円（前年同四半期比27.2％減）となりました。

以上の結果、売上高は15,177,682千円（前年同四半期比14.2％増）、営業利益は1,687,229千円（前年同四半

期比15.3％増）、経常利益は1,650,098千円（前年同四半期比13.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は1,062,639千円（前年同四半期比30.6％増）となりました。

セグメント別売上高及びセグメント損益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(単位：千円）
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（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は38,284,123千円となり、前連結会計年度末と比べて2,274,772千円減少

しました。これは主として、現金及び預金が1,838,507千円減少したことによるものです。

負債は29,266,230千円となり、前連結会計年度末と比べて2,756,129千円減少しました。これは主として、未払

金が1,648,068千円及び長期借入金が1,261,467千円減少したことによるものです。

純資産は、利益剰余金が増加したこと等により、前連結会計年度末と比べて481,356千円増加の9,017,893千円と

なり、この結果、自己資本比率は18.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年４月期の通期の連結業績予想につきましては、当第１四半期の業績が概ね想定通り推移しているため、

2025年６月13日に公表しました数値から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,677,536 18,839,029

売掛金及び契約資産 8,714,738 8,792,602

商品 137,180 126,509

仕掛品 290,854 233,086

原材料及び貯蔵品 1,800,705 1,735,084

その他 2,572,445 2,440,212

貸倒引当金 △89,061 △101,404

流動資産合計 34,104,399 32,065,119

固定資産

有形固定資産 2,776,010 2,684,822

無形固定資産

のれん 90,912 85,599

ソフトウエア 668,759 645,472

その他 44,408 34,816

無形固定資産合計 804,079 765,888

投資その他の資産

投資有価証券 1,076,831 1,093,749

長期貸付金 1,496,914 1,496,914

差入保証金 515,300 531,869

その他 1,520,053 1,381,157

貸倒引当金 △1,734,693 △1,735,397

投資その他の資産合計 2,874,405 2,768,293

固定資産合計 6,454,496 6,219,004

資産合計 40,558,896 38,284,123

負債の部

流動負債

買掛金 104,665 233,528

短期借入金 300,000 300,000

１年内返済予定の長期借入金 5,465,475 5,578,833

未払金 7,324,160 5,676,092

未払法人税等 511,559 457,583

引当金 246,115 200,323

その他 1,894,432 1,938,655

流動負債合計 15,846,408 14,385,017

固定負債

長期借入金 15,158,208 13,896,741

リース債務 456,369 400,549

役員退職慰労引当金 60,527 60,527

その他の引当金 36,382 48,113

退職給付に係る負債 73,290 74,592

その他 391,173 400,689

固定負債合計 16,175,950 14,881,213

負債合計 32,022,359 29,266,230

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,514,185 4,514,185

資本剰余金 － 3,749

利益剰余金 3,361,628 3,770,824

自己株式 △1,536,820 △1,534,202

株主資本合計 6,338,993 6,754,557

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 155,839 174,548

為替換算調整勘定 △15,772 △14,994

その他の包括利益累計額合計 140,067 159,553

株式引受権 21,733 28,978

非支配株主持分 2,035,742 2,074,803

純資産合計 8,536,536 9,017,893

負債純資産合計 40,558,896 38,284,123
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年５月１日
　至　2024年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年５月１日

　至　2025年７月31日)

売上高 13,291,005 15,177,682

売上原価 9,341,751 10,985,892

売上総利益 3,949,253 4,191,790

販売費及び一般管理費 2,486,381 2,504,561

営業利益 1,462,871 1,687,229

営業外収益

受取利息及び配当金 418 105

持分法による投資利益 80 72

為替差益 － 24,809

投資有価証券売却益 10,552 －

違約金収入 6,492 3,354

その他 3,247 4,681

営業外収益合計 20,791 33,024

営業外費用

支払利息 23,589 57,573

その他 8,747 12,581

営業外費用合計 32,337 70,154

経常利益 1,451,325 1,650,098

税金等調整前四半期純利益 1,451,325 1,650,098

法人税、住民税及び事業税 288,284 422,703

法人税等調整額 115,556 115,418

法人税等合計 403,840 538,122

四半期純利益 1,047,484 1,111,976

非支配株主に帰属する四半期純利益 233,551 49,336

親会社株主に帰属する四半期純利益 813,933 1,062,639

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

- 8 -

フリービット株式会社（3843）　2026年４月期　第１四半期決算短信



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年５月１日
　至　2024年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年５月１日

　至　2025年７月31日)

四半期純利益 1,047,484 1,111,976

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,483 18,708

為替換算調整勘定 △1,128 777

その他の包括利益合計 △6,612 19,486

四半期包括利益 1,040,872 1,131,462

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 807,320 1,082,126

非支配株主に係る四半期包括利益 233,551 49,336

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計５Gインフラ

支援事業

５G生活様式

支援事業

企業・クリエイ

ター５G DX

支援事業

売上高

外部顧客への売上高 2,019,861 6,184,531 5,086,612 － 13,291,005

セグメント間の内部売上高

又は振替高
527,263 29,433 75,246 － 631,943

計 2,547,124 6,213,965 5,161,859 － 13,922,948

セグメント利益又は損失（△） 325,094 769,109 373,414 △5,438 1,462,181

（単位：千円）

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３

売上高

外部顧客への売上高 － 13,291,005

セグメント間の内部売上高

又は振替高
△631,943 －

計 △631,943 13,291,005

セグメント利益又は損失（△） 690 1,462,871

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年５月１日　至　2024年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スタートアップ投資育成事業を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額690千円には、セグメント間取引の消去等が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計５Gインフラ

支援事業

５G生活様式

支援事業

企業・クリエイ

ター５G DX

支援事業

売上高

外部顧客への売上高 2,400,263 6,879,232 5,898,186 － 15,177,682

セグメント間の内部売上高

又は振替高
469,234 39,611 75,754 － 584,601

計 2,869,498 6,918,844 5,973,940 － 15,762,283

セグメント利益又は損失（△） 498,299 917,781 271,956 △5,467 1,682,570

（単位：千円）

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３

売上高

外部顧客への売上高 － 15,177,682

セグメント間の内部売上高

又は振替高
△584,601 －

計 △584,601 15,177,682

セグメント利益又は損失（△） 4,658 1,687,229

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年５月１日　至　2025年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スタートアップ投資育成事業を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額4,658千円には、セグメント間取引の消去等が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2024年５月１日

至  2024年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2025年５月１日

至  2025年７月31日）

減価償却費 162,484千円 163,278千円

のれんの償却額 427 5,312

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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